
スケトウダラ（総説）
（Walleye Pollock, Gadus chalcogrammus）

漁業の概要

スケトウダラはタラ目タラ科に属し、単一種としての漁獲
対象資源の大きさとしては世界で最も大きなものの一つであ
る。本種は北太平洋およびその付属海に広く分布し、北米太
平洋岸のオレゴン沖から、アラスカ湾、ベーリング海、カム
チャッカ半島周辺、オホーツク海、沿海州周辺、北日本周辺
の太平洋および日本海に分布がみられる（図 1）。これらの
海域にはそれぞれ産卵場が形成され、漁業が広く展開されて
いる（バッカラほか 1990）。ベーリング海東部では、1930
年代にすでに本種を漁獲してフィッシュミールとしていた記
録がある。

本種を対象とする我が国の漁業は古くからあり、北海道で
は 1900 年代から始まり、1910 年頃からすでに漁獲統計上
に本種が現れていた（前田ほか 1993）。200 海里体制が確立
される 1980 年代以前は北海道周辺海域とともにベーリング
海を主要な漁場として利用していた。1960 年代に北海道立
水産試験場により冷凍すり身製法が開発されたことで本種
の需要が高まり、これにより漁場もベーリング海から沿海
州、オホーツク海へと北洋全域に広がった。我が国の漁獲量
は漁場拡大に伴って増大し、1972 年にはピークの 304 万ト
ンとなった（図 2）。その後、沿岸諸国の 200 海里規制によっ
てベーリング海大陸棚などの北洋漁場を失うなどして減少し、
1990 年代以降は後述のように日本周辺の資源の減少もあり、
数十万トンの水準で推移しており、2017 年は 11.8 万トンで
あった。

北太平洋全域における全漁業国の総漁獲量は、1970 年代

にはロシアや韓国の漁獲量も増加し、1976 年に 507 万トン
に達した（図 2）。その後一時減少するものの、1978 年か
ら再び増加し、米国の漁獲量も増加して、1986 年には史上
最大の 676 万トンを記録した。その後、1990 年代には我が
国の漁獲量減少などで減少し、2000 年代以降は 300 万トン
前後で、最盛期の半分程度の水準で推移している。直近の
2016 年は 342 万トンであった。

海域別の漁業と資源状況

【日本周辺】
日本周辺では、我が国が沖合底びき網漁業と刺網や定置網

などの沿岸漁業で漁獲している。沿岸漁業は主に産卵場周辺
で産卵親魚を漁獲している。産卵場は北海道から本州北部の
沿岸域に形成され、主なものとしては、北海道南部の噴火湾
周辺が太平洋系群の主要な産卵場として、北海道西部の檜山
沖や岩内湾が日本海北部系群の産卵場として、それぞれ知ら
れている。我が国周辺の本種の資源評価と管理は、太平洋系
群および日本海北部系群の 2 系群とオホーツク海南部およ
び根室海峡の 2 海域の 4 つの評価単位に区分して行われて
いる（水産庁・水産研究 ･ 教育機構 2018a）。

日本周辺における我が国の漁獲量は、1980 年代には年
間 40 万～ 70 万トン程度あったが、1990 年代に入ると 30
万トン前後に減少し、2000 年代は 20 万トン前後で推移し、
2010 年代はさらに減少しており、2017 年は 11.8 万トンで
あった（図 3）。1997 年以降 TAC による管理が行われており、

図 1. 北太平洋におけるスケトウダラの分布（赤）

図 2. 北太平洋全域におけるスケトウダラ国別漁獲量（1950 ～
2016 年）（FAO 統計資料）
ロシア（ソ連）はウクライナを含む。その他は、台湾、カナダ、
ドイツの合計。
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近年の漁獲量は TAC と同等かそれに近い量となっている。
各系群・海域の資源は、太平洋系群では比較的高い水準を

維持しており、中位水準で動向は横ばいと判断されている。
2 歳以上の資源量は、1990 年以降 66 万～ 136 万トンで推
移していると推定されており、不連続に発生する卓越年級群
によって増減している。日本海北部系群では近年の減少が著
しく、1990 年の 87 万トンをピークに 2013 年の 7 万トンま
で減少が続いていたが、2006、2012 年級群の加入量（2 歳
魚尾数）がそれぞれ 4.1 億、2.2 億尾と比較的高く、さらに
2015 年級群の加入量が 3.6 億尾と比較的高いと推定されて
おり、それらの加入もあって非常に低い水準であるものの増
加傾向を示している。オホーツク海南部では低位水準で減少
傾向と判断されている。根室海峡では、漁獲量の低迷が続い
ており、資源は低位水準で減少傾向と判断されている。

韓国は、1990 年代には北海道周辺の日本海と太平洋にお
いて年間 5 万トン以上漁獲していたが、新日韓漁業協定の
発効に伴い、2000 年以降日本周辺での漁獲を行っていない

（図 3）。なお、FAO 統計によると、北朝鮮による漁獲が一定
程度あるとされているが、操業海域などの漁業実態に関する
情報が得られておらず、図 2、3 に含めていない。

【アラスカ湾】
アラスカ湾では、1970 年代初めに我が国が漁業を開始し

た。1980 年代の漁獲量がピークを迎えた時期に 200 海里体
制が確立され、この海域の漁業主体は外国漁業から合弁事業、
さらに米国漁業へと移行し、1989 年以降は米国漁業だけと
なった。主要な漁場は、アラスカ本土とコディアック島に挟
まれたシェリコフ海峡、これに隣接するシュマジン島あるい
はプリンスウィリアムス海峡周辺である。漁獲量は、1970
年代から 1980 年代半ばにかけて資源量の増大に伴って急激
に増加し、1984 年にはピークの 30.8 万トンとなった（図 4）。
1986 年に外国漁業の撤退、合弁事業の漁獲減少により 10
万トン以下に激減し、その後 2013 年まで、5 万～ 10 万ト
ン程度で推移したが、2015 年以降は 15 万トン以上に増加し、
2016 年は 17.7 万トンであった。

アラスカ湾の本種の資源評価は、米国商務省アラスカ漁
業科学センター（AFSC）により実施されている。漁獲対象
となる 3 歳以上の資源量は、1970 年代半ばまでは 100 万ト

ン以下の低い水準であったが、その後増大し、1982 年には
およそ 284 万トンとなったと見積もられている（Dorn et al . 
2017）。この資源量の増大は、1975 ～ 1979 年級群の加入量

（1 歳魚資源尾数）が 84 億～ 246 億尾と高かったためと考
えられている。近年では、2007、2012 年級群が高く、特に
2012 年級群の加入量は 241 億尾と 1970 年代後半の水準に
匹敵すると推定されているが、それ以外の年級群の加入量が
非常に低いため、資源の増大はみられていない。1997 年以
降の資源量は 61 万～ 177 万トンの範囲にあり、2017 年は
135 万トンと推定されている。これに対して漁獲量は 4 万～
18 万トンで、漁獲割合は 4 ～ 14％となっている。

【ベーリング海】
米国水域

ベーリング海東部大陸棚（EBS）では、1980 年代初めま
では我が国の漁業が主体であったが、米国が 200 海里体制
の確立により 1970 ～ 1980 年代に他国漁業を米国 EEZ 内の
漁場から徐々に撤退させ、それを補償するような形で米国漁
業を発展させた。我が国の漁業は 1988 年以降、米国 EEZ か
ら完全に撤退し、以後 EBS の漁業は完全に米国の管理の中
で行われるようになった。漁獲量は、1990 年代以降 80 万～
150 万トンで推移しており、2008 ～ 2010 年に一時的に 100
万トンを下回ったものの、以降は 120 万～ 130 万トン前後
で推移している。2017 年は 131 万トンであった（図 5 上図）。

ベーリング海の本種の資源評価は、前述のアラスカ湾と
ともに AFSC により実施されている。EBS では、1978 年級
群が卓越年級群として出現して 1980 年代の漁業を支えてい
たことが良く知られており、資源量は卓越年級群の出現状
況により大きく変動してきた。3 歳以上の資源量は、大きな
卓越年級群が加入しなかった 1970 年代後半ではおよそ 300
万～ 400 万トンであったが、1978 年級群が加入した 1981
年以降は 500 万～ 1,300 万トンに増大したと推定されてい
る（Ianelli et al . 2017）。その後、1989、1992、1996 および
2000 年級群の加入量が高かったことから、1990 年代から
2004 年までは 1,000 万トン前後の高い水準で推移した。そ
の後、2000 年代前半の加入量の低下により、2004 年の 1,107
万トンから 2008 年の 473 万トンに減少したが、2006 年以
降の加入量が回復したため、2017 年は高い水準の 1,205 万

図 3. 我が国周辺海域のスケトウダラ漁獲量（1975 ～ 2017 年）（年
度計）

図 4. アラスカ湾におけるスケトウダラ漁獲量（1964 ～ 2016 年）
Dorn et al . 2017 の Table 1.1 から作成。
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トンと推定されている。EBS における TAC は 2011 ～ 2014
年は 120 万トン台、2015 年以降は 130 万トン台で、2018
年は 135.9 万トンに設定された。

東部大陸棚に連続するアリューシャン列島水域では、米国
が 1998 年まで本種を対象とする漁業を継続しており、およ
そ 2 万～ 5 万トン程度漁獲していた。1999 年以降、トドの
減少に伴う措置として本水域の漁業を停止し、各年の漁獲量
を混獲による 1,000 トン程度に抑制していた。2004 年に漁
業を再開し、2005 年以降は毎年 19,000 トンの TAC を設定
しているが、実際の漁獲は 900 ～ 3,000 トン前後にとどまっ
ている。

米国ボゴスロフ海域（518 海区）では、本海域が「中央ベー
リング海におけるすけとうだら資源の保存および管理に関す
る条約（CCBSP）」で資源の管理保存措置が決定されている
公海スケトウダラ資源の主要な産卵場とされていることから、
資源の回復を待つために 1993 年より公海スケトウダラ資源
に準じた漁業停止措置が継続されている。

ベーリング公海
1980 年代初めにベーリング海中央部の水深 3 千～ 4 千

m のアリューシャン海盆に中層性の本種が分布することが
知られるようになり、海盆中央部に位置する公海域が米国
EEZ から撤退を始めた日本漁船にとって本種の最後の北洋漁
場となった。このベーリング公海では、中層トロール漁業

が 1980 年代半ばに急速に発達し、我が国の漁獲量は 1980
年代後半には年間 80 万トンに達し、全漁業国の漁獲量は
1989 年にピークの 145 万トンとなり、この狭い海域で東部
大陸棚よりも多く漁獲されていた（図 5 上図）。しかしながら、
1990 年代に入ると、本海域で漁獲対象となる資源が激減し、
1993 年以降、漁業は停止状態となった。この公海スケトウ
ダラ資源については、CCBSP のもとで管理とモニタリング
が継続されているが、2018 年現在、十分な回復はみられて
いないことから、漁業停止状態が続いている（「63. スケト
ウダラ ベーリング公海」参照）。

ロシア水域
西部ベーリング海はロシア 200 海里水域に含まれてお

り、大陸棚上の漁業と資源管理はロシアにより行われている。
CCBSP 会議にロシア科学者が提出した文書によれば、西部
ベーリング海ロシア水域は北から南に向かって、ナワリン水
域、オリュートル水域およびカラギン水域に分けられている。
漁獲量は、1980 年代には 100 万トンを超えていたが、1990
年代以降は 50 万トン前後で推移しており、2017 年は 43.8
万トンであった（図 5 下図）。1995 年以降は漁獲のほとんど
がナワリン水域である。

西部ベーリング海ロシア水域の TAC は 2009 年以降 50 万
トン前後で推移している。2019 年の TAC は、ナワリン／オ
リュートル水域で 39.98 万トン、その南側のカラギン水域で
1.26 万トン、ペトロパブロフスク－コマンドル水域で 7.91
万トンとされている。

【オホーツク海、千島列島水域】
オホーツク海では、1970 年代半ばまではカムチャッカ西

岸が主漁場として利用されていたが、1980 年代に入って北
部オホーツク海も利用されるようになり、1990 年代になる
と両海域が均等に利用され、1991 ～ 2002 年の両海域の平
均漁獲量はカムチャッカ西岸 45 万トン、北部オホーツク海
49 万トンと同程度であった。本海域の漁獲量は、1990 年代
半ばには 100 万～ 150 万トンに達したが、1990 年代後半か
らは減少傾向を示し、2002 年にはおよそ 32 万トンとなっ
た。本海域の資源量は、1980 年代半ばから 2002 年までの
平均値として、カムチャッカ西岸が 360 万トン、北部オホー
ツク海が 250 万トンとそれぞれ推定されている（Bulatov 
2003）。

千島列島水域では、ロシアの研究者から提供された知見
によれば、南部太平洋岸において、1970 年代後半から 1980
年代中頃には 40 万トンを超す漁獲があった。しかしながら、
1990 年代半ばに資源量が激減したために、本種を対象とす
るロシアの漁業は実質停止し、1995 ～ 1997 年の漁獲量は
混獲による 3 千～ 6 千トンにとどまった。1998 年には漁業
が再開され、2001 年までの間に年間 2 万～ 4 万トンの漁獲
があったが、2002、2003 年の漁獲量は 1 万トン以下に減少
した（スミルノフ；意見交換会 2003）。

これらの海域のロシア TAC は、2007 年の 55 万トンから
2010 年以降の 110 万トン台へと増加している。2019（2018）

図 5. ベーリング海におけるスケトウダラ漁獲量（1977 ～ 2017 年）
（CCBSP 科学技術委員会文書から作成）

上図：ボゴスロフ海域（BG）、公海（DH）、アリューシャン列島（AI）
および東部大陸棚（EBS）
下図：ナワリン水域（Navarin）とナワリン水域以外の西部大陸棚

（WBS）※ 1983 年以前は統計上ナワリン水域とそれ以外の西部大
陸棚が区分されていない。
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年の TAC は、サハリンの西と東の水域でそれぞれ 1.6 千（1.6
千）トンと 10.72 万（10.72 万）トン、千島列島水域の北部
と南部でそれぞれ 9.79 万（10.78 万）トンと 10.44 万（9.39
万）トン、カムチャッカ半島の西側の西カムチャッカ水域で
34.71 万（34.8 万）トン、カムチャッカ－千島水域で 26.98
万（27.0 万）トン、北オホーツク水域では 34.71 万（34.8 万）
トンと設定されている。

なお、千島太平洋側水域における我が国の 2018 年の漁獲
枠は、南部で約 380 トン、北部で約 250 トンとなっている。

系群構造

北太平洋に広く分布する本種の系群構造については、
1970 年代初めに、我が国において “ 農林水産省特別研究 ス
ケトウダラ資源の系統群の解明に関する研究 ” として集中的
な研究が行われた。隣接する複数の資源でそれぞれに交流は
みられるものの、その計測・計数形質およびアイソザイムを
用いた遺伝学的変異性の研究結果から、北海道周辺の太平洋、
日本海北部、オホーツク海南部、根室海峡、ロシア 200 海
里内のカムチャッカ半島周辺、ベーリング海西部大陸棚、米
国 EEZ 内のアリューシャン列島周辺、ベーリング海東部大
陸棚、アリューシャン海盆およびアラスカ湾のそれぞれの海
域に分布する資源を系群として認識している。これらの系群
については、必ずしも遺伝的に隔離されたものではなく、そ
れぞれの資源構造・分布様式自体も資源量の変動につれて変
化する様子がみられている。

近年、マイクロサテライト DNA など新たな遺伝マーカー
による分析技術が開発され、これらの最新技術の適用による
系群判別の試みが日本、米国、ロシアおよび韓国によりなさ
れている。現状では、緯度によって南北で遺伝学的に変異が
見られるとする結果が得られているが（Canino et al . 2005）、
北海道周辺海域あるいはベーリング海内部での地方群あるい
は系群の違いのような細かな単位での資源構造の識別はされ
ていない。

環境および生態系

本種は、北太平洋の広い範囲で漁業対象として重要な位置
にあるばかりではなく、その生態系の構成要素という視点か
らも重要な位置にある。幼魚期から成魚期に至るまで、高次
捕食者の餌生物として、あるいは海域の動物プランクトン捕
食者として、他生物と相互に関係しながら、北太平洋の生態
系の鍵種として重要な位置にある（Springer 1992）。

本種の産卵場は結氷海域に隣接して分布することが多く、
水温環境や水塊構造が分布や産卵場形成を規定する重要な要
因として考えられている。本種の主要な分布域であるベーリ
ング海では、レジーム・シフトのような気候や海水温の変化
が、生態系の変化をもたらしていることが明らかになりつつ
ある（Grebmeier et al . 2006）。また、このようなレジーム・
シフトに伴って、初期生残に影響する生態学的過程が変化す
ることにより本種の資源量がコントロールされるとする仮説
が提示されている（Hunt and Stabeno 2002）。この仮説では、
寒冷期にプランクトンの生産力が低下し、ボトムアップコン

トロールにより加入量が低下して、資源量が減少する。一方、
温暖期に入ると初期餌料としてのプランクトンの生産力が高
まり、加入状況が良好となり資源量が増大するが、この状況
が続くと、大量に生き残る成魚により幼魚に対する被食圧が
高まり、その結果トップダウンコントロールにより加入量が
減少する。海洋環境変動を始めとして、海域の基礎生産を経
て高次捕食者に至るまでの様々な栄養段階の生物種との生態
学的な関係が、複雑に関連しながら本種の資源量変動に影響
しているものと考えられる。

近年、我が国周辺水域に生息する本種太平洋系群および日
本海北部系群について、流れによる輸送、水温、捕食および
成長などが加入量変動に与える影響に関する研究が進展して
いる（水産庁・水産研究・教育機構 2018b）。
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